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琉球芸能の基本的技法と指導の実際（１）

～舞踊と歌・三線～

金城光子
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BasicTechniquesofRyukyuanPerformingArts
and

MethodofTeaching（１）

～Song，Sansin，ａｎｄDance～

MitsukoKINJOo・ShinjinKISE．．
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Abstract

ThispaperisacasestudyoftheRyukyuanPerformingArtsapplyingtothecombinationof

song，sansin，ａｎｄdance．ＩtisimpossibletodividetheRyukyuanPerformingArtsintoindividual

piecessuchassongandperformance、Ｔｈａｔｉｓｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｖｅｒｙｈａｒｍｏｎｙｏｆｅachelement，musicand

dance，producesthespiritandformofthePerformingArts，Themainconcernofthispaperis，

therefore，theresearchofadirectionofteachingtheRyukyuanPerformingArtsintherelationof

song，sansin，ａｎｄdance．

現するフィーリングフォームであり、各地域の風

土と生活をうたいあげる。音楽形式の．`一定のリ

ズムと技法”をもっており、国や地域の言葉を歌

詞とし、楽器の特色性と共に歌唱し、語っていく。

民族舞踊と民族音楽は、その他の附随物衣装、

小道具、化粧、髪型などの装束と共に、独自性を

もち、伝統性を風土が生みだした総合芸術として

の美学と形式・様式性の固有な表現形式である。

舞踊は、身体の動きによって人間感情の喜怒哀

楽を表現する芸術である。そして舞踊は、人間の

肉体を素材とし、媒介とした、感情の形式：フィー

リング。アンド・フォームとしての「一定のリズ

ムと技法」をもっている。身体の動きで表現する

技法は、「舞踊言語」であり、身振り表現による

｢意味」を内包し、伝達する「ことばなきことば」

の伝達であり、いわゆる・ノン・パーバル・コミュ

ニケーションによって、演舞者と鑑賞者が、展開

される舞踊作品を通して、イメージを描写しなが

はじめに

琉球芸能は、舞踊と音楽の有機的な連けいと調

和による民族特有の民族芸術の美学である。地域

の伝統と風士に根ざしたいわゆるキャラクター芸

術であり、舞台芸術である。

舞踊の表現内容は「歌詞」であり、「踊りのリ

ズム」は、三線の調べである。

したがって、琉球舞踊の台本である歌詞の内容

は、演奏し、歌唱する演奏者と踊り手の感情移入

が相互に共鳴し合い、演舞者の振り表現を効果的

にし美しい充実した舞台芸術が完成されるのであ

る。

舞踊は、身体の動きによって、また、音楽は、

歌唱と楽器と音によって、人間感情の喜怒哀楽を

表現する芸術である。したがって、後述するよう

に､音楽は、リズム（強弱、速度、拍子、アクセ

ント、タイミング）等を音や肉声を素材として表
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1．琉球舞踊の基本的技法の動作用語の分類ら「美しい動き・形・流れ」の中に、「力動性・

力量性・優美性・織細性・独自性・新奇性・明瞭

性」などの舞踊における「美」の視点と「美的要

素」を感じる美学鑑賞の一環をもねらっている。

琉球舞踊は民族音楽と共に民族の感情表現を形

式化し、独自の「美的様式」をもつ舞踊芸術であ

る。いわゆる、独自の「音楽」・「衣裳」・「小

道具」・「髪型」・｢装飾品」・「化粧」・「装

束」などと「身振り・動作」との融合された総合

美と美意識による「舞い」と「踊り」である。

舞踊は、音楽の様に平面的に展開される「時間

芸術」ではなく、立体的な形態と移動による「時

間性」と「空間性」と「形態性」という、即ち<

｢リズム・スペース・デザイン」の三位一体によ

る「空間・時間芸術」である。この立体的な形態

をもつ「舞踊」と時間的な「音楽」が調和して舞

台芸術としての舞踊作品が完成される。

したがって琉球芸能の舞踊と音楽の基本的な技

法を整理して、指導の実際を展開するための必要

な要素と要点を示すことが本稿のねらいである。

音楽については、Ⅱ項に記述した通りであるが、

楽器の扱い方、三線の指の位置とツィブどころ、

姿勢と楽器の持ち方など、演奏の指導の実践にお

ける練習法へ発展していくように写真で示した。

これらは後に述べるように特に初歩的段階におけ

る基礎的な要素と具体例を示したものである。

舞踊については、特に、「手振り」「足どり」と

にねり手」の「舞」の原型を試作し、「カチャー

シー舞い・踊り」の男女の踊り方の中から、速い

テンポで踊る基本的技法を追求し、舞と踊りにお

ける原型の検討に資することにした。

又、女踊りと男踊りの基本的技法の分類用語を

整理し、「舞」の原型を作成し、男女の基本技能

を例示することで指導過程が明確にされるものと

考えられる。

指導の実際の展開方法は、練習･けいこの開始

と終止における「礼に始まり礼に終わる」作法的

な「おじき」と座位姿勢と立位姿勢による、「手

振り･手使い」「足どり・足使い、身振り・身のこ

なし」と扇の持ち方、扱い方の一部を写真で示し

た。

したがって、今回は、舞踊と音楽の指導の導入

部分を解説的に示したものである。

基本的技法を指導する基盤として、舞踊動作、

技法の用語を整理することが必要である。本稿で

は、男・女踊りに用いられる動作､振り、技法用

語‘いを整理したものを掲載した。用語と技法につ

いては、今後さらに検討を要するものと思われる。

表現動作(1)イィ)(琉球舞踊譜(1)譜語と記号より）
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表現動作(2)
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2．琉球舞踊における「舞」と「踊」の原型

琉球舞踊の「舞」と「踊」についての「原点」

と「原型」については故阿波根氏なども検討して

いるが、特に、外聞守善氏の「おもろさうし」九

巻のにねりおもろ」の舞いの手振りの分析には

興味深いものがある。いわゆる「舞いの振りはす

べて手振りであり、にねり」という語も、本来

は手の振りである」と述べていることに同意する

ものであるからである。

ここに、本部町具志堅のシヌグ舞の踊りの構造

を検討すると、いわゆる祭式舞踊としての輪踊り

は、現在も毎年行われており、例えば名護市屋部

の安和のウスデークなどにも「こねり手」｢祈り・

身振り」「ウディケーラシ-：手首を体側でこれ

ながら片足をふむ動作」などの多様な手振り足ど

りが展開されているのがみられる。したがって、

｢琉球舞踊の技法」の「心象表現としての象徴的

形態」は「こねり手」にあって、それは「手振り」

をパターン化した「舞」の原形であると思われる。

さらに、古典舞踊における「摺り足歩行」は、床

を踏む近代舞踊（雑踊り）の「踊」のリズムを形

成する基本的要素であるものと思われる。

そこで、“おきなわの「舞い」の原点は「祈り」

にあり、原形は、にねり手」にある……祈り～

こねり～綾なすリズムの「舞い・踊り｣”という

表現ができるものと思われる。

この「舞」と「踊」については、今後さらに、
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検討していき、アジア的関連性における歌舞の特

性と共通性を明確にし、いわゆる「これりて文化

圏」といわれる東洋的技法と心象表現と共通な課

題として追究する事にしている。

今回は、「基本的技法」を検討するために、「基

本的技法の動作・振りの用語分類」と「舞」と

｢踊」のモデル図を試作したものを挙げ検討材料

に資したいと思う。

くアジア地域の舞踊表現の技法として分布し、西

洋舞踊の「伸展性・飛しよう性・旋回性・走行性。

上にはずむ技法」と相違し対照的である。東洋舞

踊は｢屈曲性・下降性・歩行性・前方性・下には

ずむ技法」といういわゆる「こねり手・身振りの

文化」をもつ感情表現の上昇と下降の対照線上に

あるといえる。

「手振り」の「対立要素」の基本と琉球舞踊の

｢舞」と「踊」の原形のモデル図は図～①、②、

③の写真に示すように、両手を胸前で合わせ、合

掌する事を中心。原点として、左右、上下・斜上

下を主軸として、「手の形」を形成し、このポー

ズに、流れとリズムの変化を加える事によって、

種々の「手・振り」が表現されると考えられる。

したがって、写真による体の方向と手振りの形図

3．「こねり手」技法の象徴的形態

歓喜し、踊り上る心境を如実に象徴化した「カ

チャーシー」踊りのにねり手」は①両手を上げ。

手首をこねまわして②床を踏み③からだを上下に

ゆさぶる事によって感情の爆発とエネルギーを発

散させる軽快さがある。

古典舞踊における「こねり手」は、①両手（片

手）を上げ（ゆっくり息を吸いこみ）ながら胸中

の心情をためこみ、②指をまげ、手首をこねまわ

す（ゆっくり息をはきだす）技法の中に、心情を

擬縮させ、こころを浄化させる。③手の平を上に

向けて押し上げる（息を吸いこむ)動作によって、

雑念をはらい、祈る境地と技が一体となり、④手

の平を前方に向けて、ゆっくり下ろし（息をゆっ

くりはき出す）という一連の動きの流れに、情念

の高まりを沈着させて、やさしさとぬくもりの象

徴的表現を様式化している。要するに、「手を上

げる」「指を曲げ・手首をこねまわす」動作の緩

急によって、感情を吐露し、女心の境地を現示的

形式として具現化させていると思われる。

それは、いわゆる、前述の「祈り・こねり・綾

なすリズムの「舞」と「踊」として、琉球舞踊の

原点と原型で、にねり手」の手振りは、「モーイ」

。「舞」の原形であり、床を踏みならし、体を上

下に振動させ｡ゆさぶる「ドープイ」・「身振り」

は、「ウドイ」・「踊」のリズムを形成する基礎

的要素である。したがって、「女踊り」における

｢舞踊言語」としてのにねり」動作は、心象表

現の現示的形式を意味づける象徴的形態であり重

要な要素であると共に、民族固有の「舞踊美」を

形づくっている。しかも、この「指を曲げ・手首

を曲げ・こねまわし・床をふみ・膝を曲げて・身

振り」をする踊る形は、多少の違いこそあれ、広

を①～③までに示した。
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４－，琉球舞踊の「舞」と「踊」の原型モデル図～①

iｌ

iｉ iＩ
似

中央図：両手体前で合掌、左右図：両手横あげ手首曲げ

上下図：両手を斜上と斜下にあげ下ろす斜左右上図：両手を上下にあげ下ろす

斜左右下図：両手を手首立てて押す。いずれも、身体の中心の合裳から発展して、手首を柔らかくまげ

て行なう。
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金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

４－(2)琉球舞踊の「舞」と「踊」の原型モデル図～②

村

村 満 村

■輔

中央：左右片手を体前にあげ手首を立てる。左右：左手こねり、右手こねり。

上図：左右の手押し上げ、下図：左右片手腰に曲げそえる。

いずれの「手使い」も中央図のように、片手を腰に手首曲げてあて片手で前、下、上、左右の手のこれ

りを発展させて行なう。
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４－(3)琉球舞踊の「舞」と踊」の原型モデル図～③

Ｗ１ｉ
術Lｉｉ
ｐ- iririi

iiliii洞 iＴ

竹 11i「
柿 ＝－－－－

中央の両手使い、両手首立て（中)、両手首合わせ（左)、両手首まげ指先合わせ、

上図：左：拝み手（受け)、中央：両手首こねり、右：両掌上に押す。

下図：左右交差足で両手左右開き、両手首立て下。

左右図：両手首まわしにねり)、両手左右に手首立てあげ、足交差、

斜左右上図：両手左右横でこれり（左右内側)、中央と左右外側（片手あげ、下げ）手首たて、足交差

斜左右下図：内側両手首立て押す。外側両手曲げ指先下（つまみ上げ）

－２３６－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)
●

5．男踊りの基本的技能の分類と方法

iiIiWmうｉｉｉＴ
①男立ち・八文字立ち②男立ち．柵え

《liiliW緋ｉﾉiiliﾉＩ（

｛柵でil椚川川

柿灯iwirijll州ｉ榊

含洲荊

寸肘ji怖州１Ｍ）

(州肺ｌＩＷｌ
､右小まわり ⑭左小まわり

男技法は､たくましさ､重厚さ、りりしさ､気迫などを表現するために｢男らしさ｣の邑
膝割り、こぶし振り、足あげなど直線的な方法による基本的技法である。

:角の形態で、

－２３７－
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６．女踊りの基本的技能の分類と方法

MiliIiIiMlliiiiiliI

llIilililiiIiiililiiiI州
１５１６】７１８】９２０２１２２２３２４２５２６２７２８

１iilliili1ililMiiil価
………緬伽…
ＭＩＭﾉiiMiiiiilili

川〃川!i州IiIW
６０６５６６６７６８６９７０７１７２７３７４７５７５７７７８７９８０

il1il11iIiI111lI1liI

liiMili1Mili1ii

iiiiiili1ilil耐ﾘｳilliii
ll(）ｌＩ１１ｌ２１１３１Ｍｌｌ５１Ｉ６１１７１１８１１９１２０１２１Ｉ２２１２３１２４ｌ２５１２６１２７

女技法は､男性の苗:觜のカドをとった､○円の形態で､やさしさ､優雅さ､柔らかさなどの流れで
マル

表情をつくる曲線的な方法による基本的技法である。

基本的技法の要素は「カク：□：角：直は、まる：○１円：曲の原理なり」という技法の要素と基礎の

論理が成り立つ。

－２３８－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

7．沖縄の人々とおどるこころ 国ながらみごとな形をつくり、古典から現代にお

ける芸術舞踊及び民族舞踊を、独特な持ち味と形

態、技法によって様式化したのである。

舞台舞踊としての「琉球舞踊」は、古典舞踊、

近代舞踊（雑踊りともいう)、創作舞踊と歴史的

な出現年代によって種類が分けられ、内容と表現

技法を異にしている。しかも、女踊り、男踊り、
ウチゲミ

男女打組踊りなどと音楽と共に性格を異lこし、各々

が独自のニュアンスと表現特性をもって踊り伝え

られてきた。その例に、民俗芸能の一つとして、

お盆行事に踊られる「エイサー」をあげることが

できる。現在では、沖縄の中部地域を中心に盛ん

に踊られ、「エイサー・コンクール」も盛大に催

されているのが現状である。「エイサーエイサー

ヒヤルガエイサーアスリサーサーアスリ／」

と男子は手にパーランクー（大小太鼓、しめ太鼓）

を打ち鳴らし、女子は後につづいて手振りよく歌

い踊る、円陣または線隊形の青年男女の集団舞踊

である。強烈な太陽の下に、太鼓のリズムがこだ

まし、かけ声が三線の音と歌に合わせて聞こえて

くると、それが南国の盛夏を象徴するかのようで

ある。

このように、様式化された舞台舞踊と年中行事

と祭りで踊る大衆芸能は共に沖縄の芸能の伝統性

と文化の領域に生きづいている。

サン

沖縄の風習として、喜びや祝いの席(こは必ず三
シン

線をひき、歌をうたい、踊りが踊られる。それは、

生活習慣の一つでもある。沖縄の人々の生活感情

の中に蝋踊り〃と、歌"は欠かせない存在であり、

それが人々の連結や一体化をもたらし共同体意識

を高める素地をなしている。

その一例として、誰もがはやしたて、手拍子を

とり、踊ることのできる沖縄の民衆の踊りとして

の「カチャーシー」をあげることができる。「イ

ヤ／サ・サッサ、サッサ」「ハイ／ハイ／ハイ／

ハイ／」「ウネ／ウネ／ウネ／ウネ／」「ハッハッ

ハッハッハッ／」「ヒヤ／ヒヤ./ハツハッ

ハッハッ／ナーティーチェー」とはやし、か
りナンシン

きり罵らす早弓|き三線のリズムに乗って、その場に

居合わせる誰もが交代で立ち上がり、踊り興じる。

いわゆる凧喜びの感情〃を表現する「即興的舞踊」

である。床を踏みならし、足拍子を打ちつつ、手
■●●

振り（両手を頭上でこれる）よく軽快に踊る情景

は、今も昔も変わらぬ民衆の「おどりあがる」心
●●●●●●

情を素直に表現しており、人々のおどるこころの

現れと感情の高まりの表現手法の一つである。

この「カチャーシー」がはじまると、その場は

いやがる上にもはなやぎ、にぎやかにわき立つ。

これが「ウチナーンチュ」（沖縄の人々）の姿だ

.／これが喜びの感情だ.／という実感をもつと共に、

心もからだも引き連られて、つい仲間入りをし、

人々との心の一体感にひたることができる。

踊ることは、人間の生活心情の現れとしての自

己表現であり、人々の内包的情緒の喚起の手段で

もあることがよくわかる。

優れた郷土文化をもつ沖縄は、百万余の人口の

小さな島々から成立しているが、そこには無数の

郷土芸能が存在している。しかもこれら歌や踊り

とその土地の人々との結びつきは強い。帆踊る〃
●●

ことは自己表現としての働きを通して人々が何か
●●●●●●●●●●●●

を考え、求めつつ生きていく相互作用の---つでも

ある。

沖縄のおかれた離島苦ときびしい自然や歴史的

背景として、上から外からの繰り返された圧制の
●●●

ために、音楽と舞踊は人々の生きるよろこびの証

しとして発展したのであろう。それが、小さな島

8．カチャーシーの踊りと舞踊の基本的技法のか

かわり

踊りとしてひとつの形がきまる以前は、かけ声

や手拍子に合わせて手を上げたり、からだを曲げ

のばしたり、ゆすぶったりして歩きまわり、床を

踏みならすなどの単純な身振り動作であった。こ

れらは原始舞踊と呼ばれ人間の自然な感情の発露

としての自由な形の踊りである。その手振り、身

振り、足どりに区切りをつけたり、いろいろに変

化を与え、リズムに乗ってひとつの形をつくりつ

つ、人々は自分たちに合うようにして踊り、次第

に生活に根づいた踊り方がきまり、踊りのリズム

と形を形成してきたのである。
モーイ

沖縄のカチャシ/－踊り（カチャーシー舞い）は、

このような自然発生的で自由な形で踊るというな

ごりを残している踊りとみることができ、航かき

－２３９－
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ムは、足どり（床を踏む：ふみ足）と身振り（ドゥ

プィ）と手ぶり（手のこれり、これ回し）の基本

技法の学習と指導を効率的にする要素を持ってい

る。

先述の男・女踊りの基本的技法のように、静的

な古典舞踊の「摺り足」歩きによる、雅美や格調

高さも基本的技法として十分けいこする必要があ

ることは言うまでもない事であるが、庶民的な民

謡のリズムに乗って踊る踊りの基本要素は、まず、

｢カチャーシー」のリズムに乗って、手ぶり、足

どり、身振りの個性的な表現の形を体得させるこ

とが方法の実際を展開するひとつの学習過程であ

まぜる〃自由にいろいろな手足の動きをすること
ゴー

と、噸アッチャ舞〃歩き舞う、自由に動きまわる、

という意味内容を内包しており、通常、蛾カチャー

シー〃と呼ばれているゆえんである。

早弾き三線のリズムに乗って、床をふみならし、

両手首をこねまわし、指先を曲げのばしすること

が主とした舞い方（踊り方）である。音楽のリズ

ムに合わせて、床を踏んではずむ蛾足どり〃、手

を前後、左右、高く低くこねまわす咽手振り〃、

蜘体の上下振り、首の左右振り〃の身ぶりを基本

にして自由な形で踊り興じるものである。

先述のように、沖縄の生活習慣の中で、誕生祝

い、結婚祝い、親戚や友人など、人々が一堂に和

する団藥の中で、蝋思いきり”、蝿にぎやかに〃、

､Ｎ楽しく〃盛りあがらせ、わきたたせて、終わる

という終幕に踊り合うのがこの「カチャーシー」

であり、､めでたい”噸祝う〃い喜び"醜楽しい〃

など明るい表情をたくして、人々の噸踊りあがる

心理″と蝿踊りあがりたい心〃を存分に表現する

踊りでもある。

先述のように蝋ハヤシ”たて、手拍手を打ち合

い、かわり合って（リレー式に）みんなが踊り合

うのが通常で、これも特徴のひとつとしてあげる

ことができる。

現代では、ゴーゴーダンス、ロック、ジャズな

どのダンスステップを早弾き三線の音と歌に合わ

せて調子よく踊る若い人達も多い。

本稿では、特にこの帆カチャーシー〃の踊り方

のパターンを、踊り方の基本的な噸手振り〃の

弧両手のこねまわし"と、い床をふむ足どり〃

蝿体の上下振り〃と蝿首の左右振り〃の身ぶりの

方法がわかるように写真で示した。歌も数種ある

が、「カーディクー」と「唐船ドーイ・漢那節」

をあげることにした。

「ウドゥイ・ハネーカスン」（踊ることで雰囲

気を盛り上げる）は、ハヤシことばと早引き三線

の音色とリズム、歌が、踊らずにはいられない感
毛－イチュラサ

情の高まりを誘発する。「舞い美らさ」(よ、「舞の

美しさ、こねり手の仕草が美しい」ことを表現し、
ウドウチチユラサ

｢踊り美らさ」Ｉま、「全身で音のリズムに合わせて

綱乗っている”ことの快感性」を表現しているの

である。

しかもこの「カチャーシー舞い・踊り」のリズ

る。
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金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

9．カチャーシー：男踊りとその踊り方（こぶしを握る・こねり手・足拍子・足交差・ふみ足）

〈カチャーシー男踊り〉

iFw1iWIli□洲ｊｍ

ｉｉ洲liliTi-洲肺
２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１

ｉｒｌｉｎｊｔｊｉｆ
令締紛紛lMhli､締
Ｉ２３４５６７８９１０１１１２

舗州l1lii国什lrli`ｉ１
Ｐｉ洲1rlnrlrlHioi･洲
i'Iifii・洲'１`Irw
)、、「てilrlrllT

※男踊りは、常にこぶしを握り、こねり手、両手揃へ腰当て、女踊りより、断片的：スタカットな中に

流れをつけて軽快な中にも気迫を感じさせて踊るのがこつ。

－２４１－
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,｡、カチャーシー：女踊りとその踊り方（指と手首使いのこねり手・足拍子・足交差・ふみ足）

〈カチャーシー女踊り〉

袖iiMiW'１｜怖怖村

'i倣口桝繍憐繍村

1i■汁繍才念榊

ii-imi‘iiLmi補ＩＦ'iT

iiwiiM1ili聯imrwIi,■者
’２３４５６７８９，０，，，２，３Ｍ

轍■補ilM榊iliwli‘

繩irliWii洲Jiiili`Ⅱiid1柿

糊管irilr竃hiIbii苫ＩＦ糊
※女踊りは、手振り、足どり、身振りで基本的には、男踊りと同一である。両手を曲げ伸ばし手首をこ

ねまわし、なだらかな手振りで軽快に踊るのがこつ。
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金城：琉球芸能の基本的技法と指巍の実際(1)

11-(1)舞踊のけいこ（指導）の実際①～これから練習を始めましょう～

鱗:｣“１Ｍ⑪｡●⑤舎心△
１２３４５６７８９１０１１

正座右手扇とる。右手扇を床におく。両手を揃えておじぎする゜右手扇とり、体側床におき、正座

繼鬮船舶＊聾＊`力＊６
１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１

<座位姿勢>両手のあげ下ろし､手首立て前後｡､左右､上下に動かす。

ふかか舶壇色b醐曹轡
２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１３２

両手を左右に押しこれる。両手を斜あげ両手を左右前へあげる。

聾轡雛鋤‘船日加岱
３３３４３５３６３７３８３９４０４１４２４３４４

両手を下から上へ、左右の手はうらおもて交互に動く。両手こねり開き

色介働船舶轡⑧企む＊
４５４６４７４８４９５０５１５２５３５４５５５６

両手の上下あげ下ろし両手あげ、こねり両手下開き左右の手の甲で顔面横をなで

愈介白力色心血b心丘色騨の心
５７、５８５９６０６１６２６３６４６５６６６７６８

下ろす。両手を開き．胸前で交差し手首を曲げる｡ｉ両手首を曲げて左右に開き体iii交差両手伏せ下ろし

轡ii屡弾轡削船台qbIb*
６９７０７１７１７３７４７５７６７７７８７９８０

両手あげ、手首こねり（両手こねり）両手押しあげ下ろす。片手腰、右手こねり

船舶▲聾容弾む轡鉛色

で
①

8１８２８３８４８５

（片手こねり）

8６８７８８

片手腰左手こねり

8９９０９１９２９３
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11-(2)

企舳ＭＰ轡轡ｊｉＵＷ聾も笛
９４９５９６９７９８９９１００１０１１０２，103１０４１０５

刑11iiliiii哲liiliiiiiiiiliiilib
lO6１０７１０８１０９１１０１１１１１２１１３１１４１１５

鰯紬企公公か合しＭＢＬ
１１６］1７１１８１１９１２０１２１１２２１２３１２４１２５

閉じ扇を両手で持ち、右手に扇左手１１１１口をつかみ、基本鯛え前後動かし突き扇膝上から右斜上にあげる。

企酉Ｍ１紬へ‘ＷＢＭＢ
１２６１２７１２８１２９１３１３１１３２１３３１３４１３５

右手扇を体前から右斜上あげ。閉じ扇を両手でもち、開き基本栂え、両手を膝上から斜上へ。手首立てて始動樹え扇

へｉＭＭｌ齢'も~iかM全し合金
１３６１３７１３８１３９１４０１４１１４２Ｍ３１４４
右扇手横下おろし、頭上あげ、体前下ろし、右斜下から右側を通して頭上に手あげ下ろし、突き扇

Aiqちし▲■弓紬匂囲ｊｂ崖か
１４５１４６１４７１４８１４９１５０１５１１５２１５３

始動構え右手右斜上あげ、右手下、右手上あげ、要後ろ向き右手扇肩までおろす。右手扇左横あげ

一心-▲崖'⑪ふん心ｆｄ巴
１５５１５６１５７１５８１５９１６０１６１１６２

伏せ水平あげ 扇持ち左右体側へ移動右手扇上から斜下へ

念へ瀞紬烹ＷｉＭＢ
１６３１６４１６５１６６１６７１６８１６９１７０

下ろす。両手下開き頭上で伏せ上げ両手重ねあげ、左右開き右手扇左斜あげ．下ろし
基本構え

扇
作

ｒ

－２４４－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

11-(3)

lＭＩｉ
②立体姿勢
での練習

173１７４１７５１７６１７７１７８１７９１８０１８１１８２

左右足あげ左足交差のまま首を左右にふる
１７１１７２

両手腰揃え

柚Ｉlｉ
１８３１８４１８５１８６１８７１８８１８９１９０１９１１９２１９３１９４１９５１９６
まわりながら、上体を左右八の字に回す左へ回る。円心に体と首を曲げる。右へ回る

十Ｉ 合合
204２０５２０６２０７

左右足あげ足首曲げ伸ばす
202２０３

左足あげ
200２０１

右足_上げ
1９７１９８１９９

方齢 右
ａ

２１８２１９

両手前から左右上へ
２０８２０９２１０２１１２１２２１３２１４２１５２１６２１７

左右手首まげあげ下ろし前進後退 足交差両手あげ左右押し引く
の

■
■
巳
■

巳
ろ

２２０２２１２２２２２３２２４２２５２２６２２７２２８２２９２３０２３１
両手下から上げながら右大まわり反対に左大まわり

240２４１２４２

①足ぷみ（床ぶみ足）で
＠足交差で（２拍子）
＠足のふみかえあげ
④体を上下に擬D～首を二
曲げ、ガマクを入れろ。

２３５２３６２３７２３８２３９

同様左右に両手を移動させながら、これる
２３２２３３２３４

両手左右こねり
両手首まげ立て左右あげ

首を手と同機に

－２４５－
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11-(4)

ＷＷ粉か

附洲ＷＩ已州柵か
250２５１２５２２５３２５４２５５２５６２５７２５８２５９２６０２６１２６２

噸両手こねり左まわり,，両手をあげ、まわり、押しあげながら左まわり、反対動作も行う

1iiWでｉ附寸
269２７０２７１２７２２７３

足交差のまま、左手腰右手こねまわし
２６４２６５２６６２６Ｖ２６８

足交差、体を上下に振りながら（曲げ伸ばし）

…Ｗ
ｈａ グ

男動作：こぶし握り、両手を体前で揃え頭上へあげ右足あげ

両手開き足拍子、右左足を強くふむ。

※こぶしを握る。手踊動作も数多いので次回に検討したい。

－２４６－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

11-(5)

Ｉｉ
｢扇を持つ

練習法」

274２７５

１と扇左手：男立ち
276２７７

右手引き押し突く
2７８２７９２８０２８１２８２

右手下から上げ体を耐に右まわり
I1llげておろす。肌切りかえし，，縮笘露

←

雲醗彗’’’’一一一］ニニニニ
283２８４２８５２８６２８７２８８

右小まわり左小まわり
289

一の一

-BD-

290 291２９２２９３２９４２９５

右手扇水平あげ左｣､まわり
296 297

２９８

扇上前向き
299３００

扇持ちかえ
301３０２

男立ち：基本構烹
３０３３０４３０５３０６

石千厩下から右斜上あげ：要後ろ向き．右手曲げ飼朋上へ
田を頗側へ下ろし．要IMI向き．そのまま頭上あげ。

｡＝
､享、

合
４０戸

３１０３１１３１２．
両手体前交差両手左右開きあげ

313
扇親骨持ち立てて
体と同時に左右に振り向きかえる

肉

318３１９３２０３２１

右手扇体前あげのまま．足拍子
314３１５３１６３１７

右手扇持ち立て横下ろし、足拍子

－２４７－
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②調絃時の姿勢（写真２０．２１．２２)。

調絃時に左肩が上がり過ぎたり、下がり過

ぎたりしないように。いつも姿勢をくずさ

ず端正な姿勢で調絃すること。

③調絃の指使い（写真２３．２４．２５．２６２７．

２８．２９)。

女絃、中絃、男絃とそれぞれ指使いは多少

違うが､基本的には①素早く②範（ムディー）

が戻らないように確実に（左手親指や小指

で押し込みながら)ということが大切である。

(6)三線の持ち方と姿勢

①座位姿勢と三線を置く位置と構え（写真

３０．３１．３２．３３．３４．３５．３６)。

ア．座位姿勢で両肩が水平になるように座

る。

イ．座位姿勢でヒザ÷手前程に三線をおく。
ウ．三線をヒザに置く際、三線の側面を立

てて置く。

エ．左手側の三線上部（天）の高さは、や

や肩の高さ程度とする。

オ．弾き手の腹部面と三線はほぼ平行にな

るように持つ。

②左手の持ち方（写真３７．３８．３９．４０．４１．

４２．４３)。

ア．三線をつかむのではなく、人差し指の

根元に置いてある感じで。

イ．左手の基本は指を揃えて、たてる。

ウ．親指の根元と三線の間に必ずスキ間を

つくる。（決して親指の根元奥に入れな

い)。

エ．左手には余り力を入れず、いつでも自

由に動かしやすい態勢にしておく。

③正しい姿勢（写真４４．４５．４６．４７．４８．

４９．５０．５１．５２)。

ア．座位の際の両ヒザは適度な開き（コブ

シ、２～３つ位）で離す。

イ．両肩が水平で、三線と上部（天）がほ

ぼ肩の高さと一致する。

ウ．視線は前方をみて、背を伸ばしアゴを

引き歌う。

エ．弾き手の腹部面と三線は、ほぼ平行に

なるようにする。

※三線の持ち方と姿勢項と対応させること。

Ⅱ琉球芸能：歌・三線の基本的技法と指導の実際

(沖鵬立芸術薦授寶薑学譲護鑿髻攻）

今回の基本的技法と指導の実際は、基礎の基礎

のような内容で、日常、当り前のように歌い、弾

いている歌・三線の技法を整理する方向でまとめ

たものである。

したがって、理論的に確立したものではなく、

方法論としても定着しているものでもない。

指導の実際の練習法の基礎的な－方法としてま

とめたものである。

今後研究していく中で、ひとつずつ解明してい

き適切な加筆、訂正をしていきたい。

1．歌・三線の基本的な技法と練習法

(1)三線の取り出しと必需品（写真１．２．３)。

①三線箱をていねいに開け、三線を大切に

両手で支えて取り出す。

②必需品、（バチ、調子笛、予備の絃、予

備のウマ（駒)、工・工・四（教本)）

(2)ウマ（駒）の立て方（写真４．５．６)。

①ウマ（駒）を置いてある場所チーガ

（胴)の側面より適当な物を一つ取り出すｃ

②左手小指で絃を上げて、ウマ（駒）の竹

の皮の部分を必ず上部に向けて立てる。

③ウマ（駒）を立てる位置は、チーガの下

部よりやや指３本程の所。

(3)バチの持ち方（写真７．８．９．１０．１１.)。

①自分の右手人差し指の太さと長さにふさ

わしいバチを選ぶこと。

②右手人差し指をバチの穴に入れ、親指で

バチの斜下部をしっかりと支える。

（４）三線を弾く位置（写真12.13.14.15.

16.)。

チーガ（胴）の上部より指３本程の所を弾

くと音もやわらかく良い。

(5)調絃の仕方

①調子笛の吹き方（写真17.18.19)。

左片手で持ち、くちびるに水平に当て、適

度な息を吹き入れて音を確認する。

－２４８－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

クンタンシー

ウ．工・工・四（教本）を見て弾く習慣を。

エ．自己流にならぬよう、必ず先達より正式

に習うこと。

オ．良いものを数多く見、良く聞くこと。

（ミーナリ、チチナリ）（miinarishichi

(7)絃の正しい弾き方と勘所(ツィブドゥクル）

①開放絃の弾き方（写真５３．５４．５５．５６．

５７．５８.）

イ．男絃、中絃は下方に押さえ込む感じで

弾き、女絃は斜上に弾じき上げるように

弾く。

ア.基本的には右手首を回転させながら÷
程の円を描くように弾く。

②三線の勘所（ツィブドゥクル）の練習

（写真５９．６０．６１．６２．６３．６４．６５．６６．

６７．６８．６９．７０)。

ア．まず本調子の調絃で「ドレミファソラ

シド」の練習をくり返し、勘所をつかむ。

イ．続いて、三線の符号で「合．乙．老・

四．上．中．尺．工．五．六．七．八」

と歌いながら練習をし、各符号の位置と

音を確認する。

ウ．その際、特に人差し指の位置(乙.上

五）が下がらないよう、又「尺」の小指

の位置が上がらないよう充分に気をつけ

ること。

(8)切れた絃の取り替え方（写真７１．７２．７３．

７４．７５．７６．７７．７８．７９．８０．８１．８２．８３．

８４．８５．８６)。

ア．切れた絃はその場で新しい絃と取り替え

る。

イ．切れた絃の上部にある範（ムディー）を

ゆるめ、絃をぬき取り、さらに、下部にあ

る糸掛（いとかけ）の部分の反対側の絃を

引っ張って伸ばす。

ウ．新しい絃を下部の糸掛（いとかけ）に結

ぶ。その際、後ではずし易いような結び方

をする。

エ．絃の上部先たんを相当する範（ムディー）

の穴に通し上方に巻く。

オ．三線を立て、両手で上部、下部、中部等

の絃を引っぱり伸ばす。

力．更に範（ムディー)を巻ながら調絃をし、

再び三線を立てて、両手で充分に伸ばす。

(9)さあ練習を始めよう：初歩の心得(写真８７．

８８．８９．９０．９１)。

ァ．理屈は二番、まずは実践を。

イ．継続は力なり。（習うより慣れろ）

nari）
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サンシン

1．三三線の取り出し方

綴

（写真３）

(3)三線を両手で支えて取り出す

（写真２）

(2)内部の必需品の取り出し

（写真１）

三線箱の中の様子

ウマ（駒）の立て方

(1)

２．

（写真５）

(5)左手小指で弦を上げてウマ（駒）を立てる

（写真４）

(4)三線のウマ（駒）の取り出し

畷 綴篭Ｍ篭

（写真６）

(6)三線のウマ（駒）を立てる位置、チーガ（胴）の下からやや指三本程の位置

－２５０－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

3．バチの持ち方

（写真７）

(7)バチの持ち方・指の位置（正面図）

（写真８）

(8)バチの持ち方・指の位置（裏面図）

（写真10）

(1ｍ悪い例②

親指の位置がパチの中央部にきて不安定

（写真９）

(9)バチの持ち方・指の位置の悪い例①

右人差し指がパチの外部に出ている。

（写真11）

(u）悪い例③、②と同様、親指がパチの中央部にあり不安定

－２５１－
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4．三線を弾く絃の位置

⑫弾く位置は、チーガ(胴)の上

部より、指三本程度の位置①

(写真12）

（写真14）

(Mリパチを持って、絃を弾く位置

(写真13）

⑬弾く位置図②

穐寶iiii菱1Ａ

（写真15）

⑬弾く位置の悪い例①

弾く位置が上がりすぎて、音も不安定

（写真16）

⑬悪い例②

弾く位置が下がりすぎて、音が固くなる。

－２５２－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

5～１調絃の仕方く１〉：調子笛の吹き方

(写真17）

⑰調子笛の図

（写真18）

⑬調子笛の吹き方：①両手で持つ②音高を確認する

（写真19）
●●

('5》左手で持ち、唇に当てて息を適量にして吹き、音高を確認する。

－２５３－
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5～２調絃の仕方：調絃時の姿勢

（写真22）

(22）悪い姿勢②

（写真21）

､D調絃時の悪い姿勢①

（写真20）

⑩調絃時の正しい姿勢

5～３調絃時の指使い
､b0pL▲ﾛﾛﾛ．｡■｡■.｡｡□゛｡ﾚｰﾜ･.｡｡q、｡■ﾛ

lllliliilllIUlillIilllilliIlIllllI1illllI蝋
蕊蕊 鑿

!■▽んB･●.､.~
･■Bも■"･=DB□｡

尋.

（写真25）
ヲウージル

､，良い例：男絃

（写真24）

幽良い例:箪護
（写真23）

ミージル

キ旨使いの良い例：女絃脚

鱗議蕊；q１１.』。Ⅲｹﾞｰｰｰｰ。｡.＿。

､ﾊﾆｰ鞍;製Ｆ１:;凸::６:
.:.“.．，：簿

露日:；…→溌群

111IllIiiliill1jilll1IlｉｌＩＩｌＩｉｉ

（写真29）

⑬悪い例④難
（写真28）

⑬悪い例③翠謹
（写真26）

ミージル

指使いの悪し､例①女絃

(写真27）

⑰悪い例②鵜㈹

－２５４－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

サンシン

6～１三線の持ち方と姿勢：座位姿勢と三三線の置く位置と構え

（写真31） （写真32）

(3D右膝上のやや-;手前の位置、川Dと同様の位置
（写真30）

㈹正しい座位姿勢

（写真34）

“三線の位置の悪い例

膝上部にあがりすぎ

（写真33）

㈱G1)と同様の位置 三線が

（写真36）

鯛鯛と同様の構えと位置（側面図）

（写真35）

飼三線を持つ構えは、腹部と三線を

やや平行にする（上部図）

－２５５－
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6～２三線の持ち方と姿勢：左手の持ち方

（写真38）

㈱(37）と同様（上部からの図）

たえず親指と三線の間すき間をつくって支える

（写真37）

G7）左手の持ち方の良い例：指を揃えて立てて

三線の絃の上部を支える

（写真40）

㈹（37)と同様（後部からの図）

（写真39）

GGIG7)と同様（右斜面図）

（写真41） （写真42）

(41)左手持ち方の悪い例①親⑫悪い例②指が不揃い

指と三線のすき間がない

（写真43）

倒悪い例③三線が掌上にある

－２５６－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

6～３三線の持ち方と姿勢：正しい姿勢

（写真44）

“正しい姿勢（正面図）

（写真45）

(4，正しい姿勢（側面図）

（写真46）

鯛正しい姿勢（背面図）

（写真47）

(47）悪い例①：三線

の上部(天)が上がりすぎ

（写真48）

悪い例②：三線の上部（天）

が下がりすぎ

(写真49）

㈹悪い例③：あごが出ている㈹

齢

（写真52）

62）悪い例⑥：ネコ背になっている

（写真51）

61）悪い例⑤：弾く箇所を

見ている。

（写真50）

⑪悪い例④：左手のおさえ

を見ている。
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ドゥクル）7～１１～(1)絃の正しい弾き方と勘所（ツイプ

①開放絃の弾き方
ⅡＯＢ●o￣｡－■'

（写真54）
ヲラーヂル

男絃をを押さえて弾く

（写真53）

㈹弾く前の構え “

（写真56）
カナヂル カナヂル

中絃を弾き終えて女絃の弦で止め、更lこ

上に押し上げるようにはじいて弾く。

（写真55）
ヲウーヂル カナヂル

男絃を弾き終えて中絃で止め更}こ
カナヂル

中絃を押さえて弾く

ミヂル

女絃を斜め㈹岡

(写真57）

き終った瞬間の図

（写真58）

㈱弾き終った後の構え
ミーヂル

67）女絃をはじ
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7～１～(2)絃の正しい弾き方と勘所（ツィプドゥクル）

②勘所（ツィブドゥクル）

かんどころ

三線の勘所（サンシシンヌツィブ1ミゥクル）

(本調子の場合）

人
指
開
坐 中小

放旧指指

下打一六一七一-一八一一一一九 監紘（ミミヂル）＿ ヨエ
四
合

腿（ 絃（ナカヂル）
四上一中一一一尺 ヲウーヂル

ズァソラシドレミヌアソラ
で▽■０二一丙一一一一とＨ＿、Ｔ４屯

九
（
ク

中
（
チ

上
（
ジ

七八

〆■、／■、

シノ、

エ
（
．

尺
（
シ

一
ハ
（
ロ

五
（
ゴ

四
（
シ

老
（
ロ

合
（
ア

乙
（
オ

ウウク
、-ノ、-／、-ノ

ｌ
）

チ
）

ヨ
ゥ
ン
）

０
１
）

ウ
）イツ

昌一ノ、-ノ

イ
チ
）

ヤ
ク
ヱ
）

ユ
カ
ン
）

蕊

鑿

161）老：ロウ（写真61）㈱合：アイ（写真59） 例乙：オツ（写真60）

“中：チュウ（写真64）御上：ジョウ（写真63）㈹四：シー（写真62）

－２５９－
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iiIMIIH!;；

（写真66）

㈹工：コウ

（写真65）

㈹尺：シャク

Ｆ２ｈｌ

（写真68）

㈹六：ロク

（写真67）

㈹五：ゴウ

（写真69）

㈹七：シチ

（写真70）

(70八：ハチ

－２６０－
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８．切れた弦の取りかえ方

（写真72）

㈹上部より絃をはずす

(写真71）
ミーヂル

切れプヒ女絃(7０

（写真74）

㈹下部の絃をはずす

（写真73）

例下部の結び目を引く

（写真76）

(76）新しい絃を下部の糸掛（いとかけ）に通す

（写真75）
ミーヂル

(75）予備の絃より女絃をとりだす

－２６１－
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,l1l11iiiIiiiiiiiiiiiiiilIllilllllljllll

（写真78）

㈱絃の先端を折りたたみ、二重にして輪の中

に入れる

（写真77）

、絃の下部を－回転させて輪をつくる

liiiiiiiiiillillllllliiiLmliLi:ililliii=iUlllliiUlililIiil1l■IIl1iQ:ill

（写真79）（写真80）
ミージル

(７９下部を固定し、上部の方に絃を引っぱるi8C》絃の上部先端を女絃の範(ムデイー)の中に通す

（写真81）

Ｃｌ）範(ムディー)を右手でつかみ絃を巻く

（写真82）

㈹範(ムディー）を巻ながら絃を引き伸ばす

－２６２－



金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(１

IlllllliilI
（写真83）

倒三線を立てて左手で絃を押さえ、

右手で絃の上部を引っぱり伸ばす

（写真84）

御左手で上部を押さえ、右手で絃の下部を

引っぱり伸ばす

|||'l11lIllllllllllIiiHlilJ
（写真85）

田さらに、左手で絃を押さえ、右手で

絃の上部を引っぱり充分に伸ばす

（写真86）

㈱範(ムディー)を巻ながら正しい調絃をする

－２６３－
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三線の練習（けいこ）開始９

（写真88）

㈱教本を見ての練習風景

（写真87）

野村流古典音楽保存会三線教本(王王西）㈱

(写真89）

(写真90）㈱バチのいろいろ

㈹三線の正面図(写真91）

(91）三線の側面図

練習曲１「安波節」

練習曲２「上り口説」

練習曲３「秋の踊」
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金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(1)

⑩練習曲１「安波節」
（
野
村
流
古
典
音
楽
保
左
芸
工
工
四
よ
り
）

「安波節」は、三線の音の高さと歌の高さがほぼ一致しているので、初歩の「練習曲」としては、歌

いやすく弾きやすい曲である。又、ゆっくりした曲なので左指の勘所（ツィブドゥクル)の練習にも適
している。
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⑪練習曲２「上り口説」

(野村流古典音楽保存会エエ四より）

「上り口節」は、誰にでも知られている曲なので、「練習曲」として用いるのに入りやすい。又少し

軽快な曲でもあるので、指使いの練習にもなる。したがって、「安波節」の次の二番目の練習曲に適し

ている。
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⑫練習曲３「秋の踊り」

□
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金城：琉球芸能の基本的技法と指導の実際(１

典
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叩
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ノ
希
６

「秋の踊り・道輪口説」は、「安波節」と同様に誰にでもよく知られた曲であり、又三線と歌の高さ

が一致しているので歌いやすい。

さらに、特徴として、勘所の左指の位置「七と八」の訓練にもなるので三番目の練習曲としてふさわ

しい。

－２６９－



琉球大学教育学部紀要第43集Ⅱ

12）三隅治雄沖縄の芸能邦楽と舞踊刊1969

13）与那覇政牛ふるさとの歌南西印刷1962

14）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

一運動表現特質について－第24回九州体育

会抄録1974

15）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究一古典女踊りについて－第26回日本体

育学会抄録Ｐ1941975

16）芸術祭運営委員会芸術祭総覧沖縄タイム

ス社1963

17）石野径一郎琉歌つれづれ株式会社東邦

書房1973

18）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

～運動表現特質について～第26回日本体育

学会抄録Ｐ1941975

19）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(1)～古典舞踊「かぎやで風」について

琉球大学教育学部紀要第19集第２部

pp51～671975

20）金城光子沖縄の踊り(1)～古典舞踊「かぎ

やで風」～舞踊譜体系化をめざして～琉

球大学教育学部紀要第19集第２部

pp68～721975

21）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(2)～古典舞踊「諸屯」について～琉球

大学教育学部紀要第20集第２部

ppll7～1621976

22）金城光子沖縄の踊り(2)～古典舞踊｢諸屯」

～舞踊譜の体系化をめざして～琉球大学教

育学部紀要第20集第２部

ppl63～2091976

23）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(2)～男踊りについて～第29回日本体育

学会大会号pl821977

24）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(3)～古典舞踊「高平良万歳」について～

琉球大学教育学部紀要第21集第２部

pp33～961977

25）金城光子沖縄の踊り(3)～古典舞踊「高平

良万歳」～舞踊譜の体系化をめざして～

琉球大学教育学部紀要第21集第２部

pp97～1581977

26）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

あとがき

今回は、歌・三線については基礎的な技法とし

て、三線について焦点をしぼり解説したが、次回

は、「歌・三線」の中の特に、「歌い」について書

いていきたい。具体的には、

(1)「歌い方」の基本的な「口形」「発音」「発声

の仕方」「高音、低音の出し方」「頭声法」

「腹式呼吸」そして、「息つぎの仕方」について｡

(2)「絃楽記号」及び「声楽記号」を分りやすく

解説していきたい。

(3)舞踊については、基礎的な要素の一部を示し

たがさらに「技法」の指導と学習の実践例を具

体的に示すことにしたい。

文献
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